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研究成果の概要（和文）：得られた結果より、NEARによる認知リハ介入では神経心理学検査などの行動学検査で
は成績が向上するが、注意課題時のP300や記銘課題時の後期陽性成分などのERP、また時間周波数解析による各
帯域の神経活動のパワー値の変化では効果を把握できるレベルでは脳の神経活動には変化が生じないということ
が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：From the results obtained, cognitive rehabilitation intervention by NEAR 
improves performance in behavioral tests such as neuropsychological tests, but ERP such as P300 
during attention tasks and late positive components during memorization tasks, and time-frequency 
analysis It was clarified that the change in the power value of neural activity in each band caused 
by the effect did not change the neural activity of the brain at a level at which the effect could 
be grasped.

研究分野： cognitive neuroscience
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研究成果の学術的意義や社会的意義
得られた結果より、NEARによる認知リハ介入では神経心理学検査などの行動学検査では成績が向上するが、注意
課題時のP300や記銘課題時の後期陽性成分などのERP、また時間周波数解析による各帯域の神経活動のパワー値
の変化では効果を把握できるレベルでは脳の神経活動には変化が生じないということが明らかになった。研究成
果は国際学会で報告し、投稿した論文は現在査読中である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
認知機能障害（注意、記憶、処理速度など）は陽性症状（妄想や幻覚など）や陰性症状（意 
欲低下など）と並び統合失調症の中核的な症状である。また、認知機能障害は統合失調症患者の
就労能力や社会機能と最も密接な関連があり（Green MF et.al.2004）、統合失調症の認知機能障
害に対する治療の重要性が明らかになっている。 
統合失調症患者の認知機能障害は、神経心理学検査の成績で健常者の平均値を 0、標準差を 1 と
した場合に、-1 から-2S.D 程度である。認知機能改善のための治療的介入として、最近では認知
リハが開発され徐々に実践されるようになっている。認知リハは PC を用いた認知課題と認知機
能の使用について学ぶグループワークから構成される介入である。認知リハの認知機能におけ
る効果サイズはメタ解析で 0.4 程度であると報告されている。最近では認知リハは精神科作業療
法（OT：Occupational Therapy）などのリハビリテーションと組み合わせて行う方がより効果
が高くなることが明らかになっている（井上ら,2013） 
認知リハは統合失調症患者の認知機能や社会機能、QOL を改善させることができる介入である。
しかし現状の認知リハでは効果サイズは不十分であり社会参加に至れない患者も多い。統合失
調症患者が希望する社会参加を達成するために、より効果的な認知リハの開発が必要になって
いる。 
効果的なリハビリテーションを検討するためには患者の訓練効果を生理学的に評価することも
重要になる。しかし、認知リハの評価で使用される神経心理学検査は行動検査であり、認知機能
が働く際の脳の神経活動を生理学的に評価することができない。認知リハの効果を生理学的に
評価し、脳の神経活動の変化を理解できれば、より効果的な認知リハの開発が可能になる。 
事象関連電位（ERP）は認知機能の発揮を反映する脳の神経活動の生理学的な指標であり、ERP
の電位の大きさは認知処理に関わる脳の神経ネットワークの量を反映する。そして認知機能障
害をもつ統合失調症患者の複数の ERP が健常人よりも減弱することを確認している。予備段階
ではあるが図のように認知リハ前後で統合失調症患者において ERPが改善した症例を経験した
ため報告した（井上ら,2015）。認知リハの介入前後の評価時に複数の ERP を測定することで、
認知リハの効果を生理学的な観点から評価することができ、より効果的な認知リハを開発する
足掛かりになると考える。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は認知リハが統合失調症患者の脳の神経活動に与える影響を脳波の 1 種である事
象関連電位（ERP：Event Related Potential）を用いて解明することである。そのため、統合失
調症患者に対し認知リハ介入を実施し、その前後で複数の ERP を測定し比較する。本研究によ
って、認知リハが脳の神経活動にどのような変化をもたらすのか生理学的な観点からあきらか
にする。 
本研究により統合失調症に対する認知リハの効果を生理学的な観点から評価することができ、
より効果的な認知リハを開発するための足掛かりになると考える。 
 
３．研究の方法 
対照群となる対象の治療的損失を避けるために、ウェイティングリストコントロールデザイン
を採用する。介入群と対照群の性別比と年齢をマッチングさせるために層別ランダム化によっ
て対象の割り付けを行う。介入群には認知リハの一種である NEAR と精神科作業療法（OT）を組
み合わせた認知リハを、対照群には OT と NEAR の代替活動を提供する。ウェイティングリストコ
ントロールデザインのため、対照群には２度目の評価終了後に認知リハを提供する。 
盲検化のために各検査の評価者は認知リハスタッフ以外から選考し、対象の割り付けについて
も伝えない。なお、応募者は本研究では対象のリクルートやランダム化割り付け、各検査の予約、
データの解析と管理、報告を担当する。 
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